
 

令和 4 年 2 月 3 日 
中国電力株式会社 

 
令和 3 年度 島根原子力発電所原子力防災訓練（12/9）における課題対応等について 

 
 令和 3 年 12 月 9 日に実施した島根原子力発電所原子力防災訓練（総合訓練）について，訓練

後の振り返り等から得られた問題点を整理し，問題点から抽出した課題の原因分析を行い，当該

分析を踏まえた対策を検討した。 
 なお，抽出した課題を踏まえた対策については，今後実施する訓練を通じて改善・習熟をはか

り，次年度の原子力防災訓練で改善状況を確認する。 
 
１．抽出された内容 
No. 抽出された課題 等 区分 改善事項 等 
1 ≪本社≫ 

 特定事象発生後における 10 条確認会議

および 15 条認定会議について，事業者が

SE または GE 該当を判断してから会議を

開催するまでに時間を要した。 

情報共有   10 条確認会議／15 条認定会議

の運用の改善 

2 ≪本社≫ 
ERC プラント班との情報共有に使用す

る COP について，情報入手の都度，内容を

更新し共有する運用としていたため，情報

量が多く，プラント状況等の把握・整理が困

難になった。また，COP に事故対応設備リ

ストがなく，設備の使用可否や準備状況が

網羅的に分かるものになっていなかった。 

情報共有   COP・ERC 備付資料の様式・

運用等の改善 

3 ≪発電所≫ 
 戦略会議で決定した対応戦略等につい

て，本部内および本社総本部への共有が不

足した。 

情報共有   戦略会議での決定事項に係る

情報伝達方法等の改善 

－ その他改善すべき事項 その他   ERC プラント班と情報共有す

る内容の整理 
  総本部内の資機材の充実化 
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２．検討内容 
No.1：10 条確認会議／15 条認定会議の運用の改善 

（１）訓練時に抽出された課題 
  特定事象発生後における 10 条確認会議／15 条認定会議について，事業者が SE または

GE 該当を判断してから会議を開催するまでに時間を要した。 
【参考】12/9 島根訓練における 10 条確認会議／15 条認定会議の実績 
 ①10 条確認会議 
  SE 該当の可能性を ERC プラント班へ共有した時間：11 時 13 分頃 

特定事象（SE）に該当したと判断した時間：11 時 16 分頃 
  会議時間：11 時 21 分～11 時 24 分（10 条確認は 11 時 24 分） 
 ②15 条認定会議 
  GE 該当の可能性を ERC プラント班へ共有した時間：12 時 08 分頃 
  特定事象（GE）に該当したと判断した時間：12 時 17 分頃 
  会議時間：12 時 20 分～12 時 27 分（15 条認定は 12 時 27 分） 
  10 条確認会議／15 条認定会議が，一般住民の防護に係わる重要な決定を行う場であり，

会議の開催が遅くなることは多方面に影響を及ぼすおそれがあることから，本課題は優

先度が高いものである。 
（２）原因・要因 

  10 条確認会議／15 条認定会議の対応にあたり，特定事象（SE または GE 該当事象）に

関する情報（EAL 判断，事故収束の手段・見込み，今後の進展予測）を整理したチェッ

クシートを作成し，会議での発話者である統括班長（電源事業本部部長（原子力管理））

へインプットしているが，以下の原因により対応に時間を要した。 
・過去訓練において，会議において進展予測の説明が抜けていたという課題があったた

め，最新 COP の情報を基に会議における必要な情報の整理にチェックシートを作成

する運用としていたため，チェックシートを作成する時間が必要であった。 
・チェックシートの様式について，COP にほぼ必要な情報が記載されていたが，どのよ

うなシナリオにも対応できるよう網羅的な記載項目を設定し COP から転記していた。 
・会議の発話者である統括班長は，各会議前後においても統括班長としての任務で繁忙

となり，会議のための情報をインプットするタイミングが該当判断以降にならざるを

得なかった。 
（３）対策 

  原因・要因を踏まえ，以下の対策を実施する。 
・チェックシートの作成を取りやめ，代わりとして，最新 COP に 10 条確認会議／15 条

認定会議で説明する情報を赤丸等で明示し 10 条確認会議／15 条認定会議発話者にイ

ンプットする運用とする。これにより，チェックシート作成にかかる時間をなくし，

会議開催までの準備時間を短縮する。 
・「10 条確認会議／15 条認定会議対応者」を統括班長以外の者から定める。 
・10 条確認会議／15 条認定会議における発話ポイントを整理し，発話者へ周知すると

ともに，社内訓練で習熟を図る。 
  上記に加え，説明者へ情報をインプットする場所を総本部側から ERC 側（CP 席）に変

更する等，速やかに会議を開始できる工夫を検討する。 
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No.2：COP・ERC 備付資料の様式・運用等の改善 
（１）訓練時に抽出された課題 

  ERC プラント班との情報共有に使用する COP について，情報入手の都度，内容を更新

し共有する運用としていたため，情報量が多く，プラント状況等の把握・整理が困難に

なった。また，COP に事故対応設備リストがなく，設備の使用可否や準備状況が網羅

的に分かるものになっていなかった。 
【参考】12/9 島根訓練における各 COP の更新回数（シナリオスキップまで） 
 COP－A「対応状況シート」：10 回 
 COP－B「事故対応設備系統概要」：21 回 
 COP－C「対応戦略，進展予測シート」：16 回 
 COP－D「アクセスルート状況シート」：11 回 

  発災時の事故・プラント状況については，ERC プラント班を通じて関係機関（官邸，オ

フサイト等）へ伝達されるため，ERC プラント班との円滑かつ正確な情報共有は重要で

あることから，本課題は優先度が高いものである。 
（２）原因・要因 

  COP については，ERC プラント班との重要な情報共有ツールと認識し，最新情報を迅

速に伝達する観点から，COP－A，B，D の更新タイミングは情報入手の都度，COP-C
はブリーフィングの都度としている。また，COP の様式については，訓練での気付き事

項等を踏まえ，適宜見直しを行っているが，以下の原因により，ERC プラント班との円

滑な情報共有ができなかった。 
・プラント状況のわずかな変化であっても COP の内容を説明したため，情報が輻輳し

た。 
・プラント状況等の説明にあたって，説明する内容等の認識合わせが不足していた。 
・COP－A について，これまでの訓練から得られた意見等から，当初は記載されていた

事故対応設備リストを削除したため，設備全体の状況が明確に把握できる様式ではな

くなっていた。また，事故対応設備のリストについては，ERC 備付資料にあるが，COP-
A と連携して使用することを考えていなかった。 

（３）対策 
  原因・要因を踏まえ，以下の対策を実施する。 

・ERC に送付した全ての COP について説明するのではなく，プラント状況の重要な変

化があった場合に COP を使用した説明を実施する。 
・ERC へプラント状況等を説明する際は，説明の前に，まず，どの COP を用いて，何

について説明するかを明確にする。 
・過去訓練を通じて，COP-A の様式を見直してきた経緯を考慮しつつ，他社を参考とし

た COP-A や ERC 備付資料の様式・運用の改善を検討し，事故対応設備の状況が網羅

的に把握できるようにする。 
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No.3：戦略会議での決定事項に係る情報伝達方法等の改善 
（１）訓練時に抽出された課題 

  戦略会議で決定した将来予測，各戦略の完了見込み，炉心，格納容器，燃料プール等ど

れを優先的に守るべく対応を行うかについて，ブリーフィングにおいて本部内および本

社総本部への共有が不足していた。 
  発災時には発電所本部および本社総本部が，共通認識のもとで，それぞれの役割に応じ

て活動することが重要であり，本部内および本部－総本部間の情報の不足は緊急時対応

に支障をきたすおそれがあることから，本課題は優先度が高いものである。 
（２）原因・要因 
  地震に伴う機器故障（GTG トリップ，原子炉水位不明）や LOCA 発生等に対する対応

戦略は，本部長を含めた一部の関係者から構成される戦略会議で決定し，決定内容を本

部内および総本部へブリーフィングで共有しているが，以下の原因により，関係者間の

円滑な情報共有ができなかった。 
・戦略会議の決定事項について，ブリーフィングにて共有が必要な内容が明確になって

おらず，また，COP も，情報伝達を意識した様式・運用になっていない。 
（３）対策 

  原因・要因を踏まえ，以下の対策を実施する。 
・戦略会議の決定事項について，ブリーフィングにて共有が必要な内容を明確にすると

ともに，COP の様式見直しおよび伝達方法の改善を図る。 
 

区分：「その他」に関する主な改善内容等 
 

No. 改善内容 等 対策 等 備考 

1 

ERC プラント班と情報共有する内

容の整理 
 ERC プラント班へ情報共有にお

いて，発話する EAL と発話しない

EAL が混在するなど，発話内容に一

貫性がなかったことから，ERC へ共

有する情報の軽重を踏まえ，内容を

明確化する必要がある。 

・ERC プラント班へ共有する

情報について，対応戦略への

影響やオフサイトへの影響等

を念頭に，軽重（緊急度）を整

理し，説明性の向上を図る。 

NRA 助言 
社内気付き 

2 

総本部内の資機材の充実化 
ERC プラント班とのテレビ会議

において，発話が聞こえにくい場

面，発話が途切れる場面，マイク

OFF で発話する場面が散見された

ことから，改善を図る必要がある。 

・テレビ会議のマイクを，ON
／OFF が容易に識別できる

ものに取り替える。 
・アフターコロナの観点から，

マスク着用での発話につい

て習熟を図る。 

NRA 助言 
社内気付き 

 
３．添付資料 
（１）島根原子力発電所総合防災訓練（12/9）において他社評価者より得られたコメントおよび

当社の意見等について 
以 上 
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島
根
原
⼦
⼒
発
電
所
総
合
防
災
訓
練
（
12
/9
）
に
お
い
て
他
社
評
価
者
よ
り得

られ
た
コメ
ント
お
よ
び
当
社
の
意
⾒
等
に
つ
い
て

評
価
対
象
︓
緊
急
時
対
策
本
部
（
発
電
所
）

№
コメ
ント

の
種
別

コメ
ント

（
良
好
事
例
，
改
善
す
べ
き
点
，
その
他
）

当
社
の
意
⾒
等

（
事
実
関
係
や
対
策
等
）

1
改
善
す
べ
き
点

戦
略
会
議
に
お
い
て
、今

「何
を
防
ご
うと
して
」、
「何
を
準
備
中
で
」、
「そ
れ
が
い
つ
ま
で

に
完
了
す
る
必
要
が
あ
り、
い
つ
完
了
予
定
な
の
か
」、
その
戦
略
は
必
要
な
ス
ペ
ック
を
有

して
お
り「
効
果
が
期
待
で
き
る
」の
か
、も
しそ
の
「作
戦
が
失
敗
した
時
の
備
え
」は
あ
る
の

か
等
に
つ
い
て
戦
略
検
討
され
て
い
る
こと
が
理
想
で
あ
る
が
、⼀

部
会
議
に
お
い
て
EA
L

判
断
や
緊
急
情
報
が
カッ
トイ
ンし
て
、検

討
が
不
⾜
した
状
態
で
戦
略
会
議
が
終
了
し

て
い
る
時
が
⾒
受
け
られ
た
。

　戦
略
会
議
メン
バ
ー
は
，
プラ
ント
状
況
や
可
搬
設
備
状
況
等
の
情
報
を
共
有
し，

将
来
予
測
や
対
応
戦
略
に
つ
い
て
戦
略
会
議
の
都
度
検
討
して
お
り，

問
題
は
な
か
った
と

考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
，
緊
急
情
報
等
の
カッ
トイ
ンに
よ
る
検
討
の
中
断
に
つ
い
て
は
，
戦
略
会
議
で
は

その
よ
うな
場
⾯
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
した
。ブ
リー
フィ
ング
途
中
で
戦
略
に
影
響
す
る

事
象
進
展
が
あ
り，

⼀
旦
中
断
す
る
場
⾯
が
あ
りま
した
が
，
改
め
て
戦
略
会
議
を
実
施

の
うえ
決
定
事
項
を
全
体
共
有
して
お
り，

活
動
に
問
題
は
な
か
った
と考

え
て
い
ま
す
。

　た
だ
し，

戦
略
会
議
後
の
ブ
リー
フィ
ング
で
は
，
CO
P（
A)
に
記
載
され
て
い
る
各
戦

略
の
完
了
⾒
込
み
，
CO
Pに
記
載
の
な
い
炉
⼼
，
格
納
容
器
，
燃
料
プー
ル
の
どの
対

応
を
優
先
して
実
施
す
る
か
（
当
⾯
達
成
す
べ
き
⽬
標
）
に
つ
い
て
，
整
理
して
共
有
で

き
て
い
な
か
った
た
め
　課

題
とと
らえ
て
お
り，

改
善
を
図
って
ま
い
りま
す
。

2
改
善
す
べ
き
点
プ
ラン
ト対

応
が
優
先
され
、負

傷
者
の
状
況
把
握
に
対
す
る
意
識
が
少
な
い
時
間
帯
が

⾒
受
け
られ
た
（
事
象
発
⽣
初
期
は
D
/G
が
1台

残
って
お
り、
⼈
命
優
先
で
対
応
して

も
よ
か
った
。た
だ
し、
その
D
/G
が
喪
失
した
場
合
の
対
応
戦
略
を
検
討
した
うえ
で
。）

負
傷
者
対
応
に
つ
い
て
は
，
基
本
的
に
⽀
援
統
括
，
⽀
援
班
⻑
に
対
応
は
任
され
て
い

る
も
の
の
，
負
傷
者
発
⽣
の
連
絡
後
，
本
部
⻑
は
直
ち
に
⽀
援
統
括
に
対
し，

負
傷

者
の
救
助
お
よ
び
搬
送
指
⽰
を
⾏
って
い
ま
した
。ま
た
追
加
の
負
傷
者
発
⽣
の
連
絡
が

共
有
され
た
後
も
，
本
部
⻑
か
ら⽀

援
統
括
に
対
し，

⼈
命
最
優
先
の
活
動
を
実
施
す

る
こと
，
要
員
が
⾜
りな
い
場
合
は
他
の
班
に
応
援
を
要
請
す
る
こと
，
適
宜
ポ
イン
トで

負
傷
者
の
状
況
を
報
告
す
る
よ
うに
指
⽰
して
い
ま
した
。

⽀
援
統
括
は
，
本
部
⻑
か
ら指

⽰
を
受
け
た
後
，
適
宜
負
傷
者
の
対
応
状
況
に
つ
い

て
マ
イク
に
よ
る
発
話
お
よ
び
チ
ャッ
トで
共
有
で
き
て
い
た
こと
か
ら，

対
応
に
問
題
は
な

か
った
と考

え
ま
す
。
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島
根
原
⼦
⼒
発
電
所
総
合
防
災
訓
練
（
12
/9
）
に
お
い
て
他
社
評
価
者
よ
り得

られ
た
コメ
ント
お
よ
び
当
社
の
意
⾒
等
に
つ
い
て

評
価
対
象
︓
緊
急
時
対
策
総
本
部
（
本
社
）
　E
RC
対
応
ブ
ー
ス

№
コメ
ント

の
種
別

コメ
ント

（
良
好
事
例
，
改
善
す
べ
き
点
，
その
他
）

当
社
の
意
⾒
等

（
事
実
関
係
や
対
策
等
）

1
改
善
す
べ
き
点
CO
P-
Bを
使
用
して
適
宜
説
明
され
て
い
た
が
、E
RC
が
所
有
して
い
る
CO
Pと
違
う旧

版
を
使
用
して
い
る
ケ
ー
ス
が
み
られ
た
。C
O
P最
新
版
に
つ
い
て
、総

本
部
室
か
らの
印

刷
物
受
領
ル
ー
トを
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

CO
Pに
つ
い
て
は
更
新
頻
度
が
多
く，
情
報
が
輻
輳
し情

報
の
処
理
が
間
に
合
わ
な
か
っ

た
場
合
が
⾒
られ
た
こと
，
記
載
内
容
に
不
⾜
（
事
故
対
応
設
備
リス
ト）

が
あ
り，

事
故
プラ
ント
状
況
の
把
握
が
困
難
で
あ
った
場
⾯
が
⾒
られ
た
こと
，
事
故
対
応
設
備
リス

トが
備
付
資
料
に
あ
った
が
，
CO
Pと
連
携
して
使
用
す
る
こと
を
考
え
て
い
な
か
った
た
こ

とか
ら，

CO
Pや
備
付
資
料
の
様
式
・運
用
に
つ
い
て
，
他
社
を
参
考
に
，
⾒
直
しを
検

討
して
ま
い
りま
す
。

2
改
善
す
べ
き
点
概
ね
俯
瞰
した
説
明
が
され
て
い
た
。

発
⽣
した
事
象
に
よ
って
プ
ラン
トが
どう
な
る
の
か
，
安
全
に
影
響
が
あ
る
の
か
とい
った
とこ

ろ
ま
で
説
明
で
き
れ
ば
良
い
。

プ
ラン
ト状

況
が
変
化
した
場
合
の
情
報
共
有
に
つ
い
て
，
発
⽣
した
事
象
に
対
す
る
プ
ラ

ント
の
動
き
や
安
全
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
説
明
す
る
運
用
とし
て
い
ま
す
が
，
十
分
な
対

応
が
で
き
な
か
った
も
の
と受

け
止
め
ま
す
。

運
用
の
再
周
知
を
⾏
い
，
訓
練
を
通
じて
習
熟
を
図
って
ま
い
りま
す
。

3
改
善
す
べ
き
点
プ
ラン
トの
状
態
変
化
は
適
時
発
話
され
て
い
た
が
、そ
れ
に
付
属
す
る
関
連
情
報

（
例
︓
AT
W
S時

の
CR
未
挿
⼊
本
数
、S
FP
⽔
位
低
下
時
の
EA
L発
⽣
予
測
）
の

説
明
が
少
な
か
った
。

No
.２
と同

様

4
改
善
す
べ
き
点
発
電
所
の
SF
Pの
⽔
位
低
下
の
予
測
結
果
を
待
って
い
た
た
め
、報

告
が
遅
れ
て
い
た
。

SP
D
Sデ
ー
タを
基
に
ER
C対

応
室
内
で
暫
定
的
に
予
測
を
実
施
す
る
等
の
先
ん
じた
対

応
が
で
き
る
とよ
い
。

No
.２
と同

様

5
改
善
す
べ
き
点
CO
P-
Cで
戦
略
の
概
要
を
説
明
で
き
て
い
た
が
、プ
ラン
トの
現
状
と今

後
の
戦
略
の
関

連
性
まで
は
⾒
え
な
い
こと
か
ら、
全
体
戦
略
をイ
メー
ジ
しに
くか
った
。C
O
P-
Bと
Cを
併

用
した
説
明
が
よ
い
と考

え
る
。

CO
Pに
つ
い
て
は
，
他
社
を
参
考
に
，
継
続
して
様
式
の
⾒
直
し等

を
検
討
す
る
とも

に
，
円
滑
な
説
明
が
で
き
る
よ
う，

訓
練
を
通
じて
習
熟
を
図
って
ま
い
りま
す
。

6
良
好
事
例

電
源
⾞
の
3台

接
続
の
必
要
性
等
、戦

略
の
背
景
も
あ
わ
せ
て
説
明
され
て
い
た
。

（
良
好
事
例
）
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№
コメ
ント

の
種
別

コメ
ント

（
良
好
事
例
，
改
善
す
べ
き
点
，
その
他
）

当
社
の
意
⾒
等

（
事
実
関
係
や
対
策
等
）

7
改
善
す
べ
き
点
CO
P-
Bを
用
い
て
、対

応
戦
略
の
概
要
を
適
宜
説
明
で
き
て
い
た
。

CO
P-
Bの
設
備
系
統
概
要
とあ
わ
せ
た
説
明
とす
る
と、
プ
ラン
トの
全
体
像
を
より
イメ
ー

ジ
しや
す
い
と考

え
る
。

No
.5
と同

様

8
改
善
す
べ
き
点

対
応
戦
略
は
、全

体
を
概
ね
説
明
で
き
て
い
た
。

対
応
完
了
予
定
の
時
間
と実

際
の
進
捗
に
つ
い
て
は
、積

極
的
に
説
明
で
き
る
とよ
い
。

（
⼤
量
送
⽔
⾞
の
設
置
完
了
予
定
時
刻
を
過
ぎて
か
ら、
現
場
の
状
況
を
説
明
して
い

た
）

No
.２
と同

様

9
良
好
事
例

ER
C備

付
資
料
を
適
切
に
活
用
して
い
た
。

ま
た
、備

付
資
料
に
な
い
情
報
を
求
め
られ
た
場
合
で
も
、関

連
資
料
を
積
極
的
に
活
用

して
説
明
を
⾏
って
い
た
。

（
良
好
事
例
）

10
改
善
す
べ
き
点
説
明
時
点
で
プ
ラン
ト状

態
に
変
化
が
あ
った
場
合
は
、主

に
口
頭
で
の
説
明
中
⼼
で
あ

り、
⼿
書
きの
CO
P修
正
が
⾏
わ
れ
な
い
場
合
が
あ
った
。

可
能
な
限
り口

頭
の
み
で
の
説
明
は
⾏
わ
な
い
旨
を
運
用
で
定
め
て
い
ま
す
が
，
十
分
な

対
応
が
で
き
な
か
った
も
の
と受

け
止
め
ま
す
。

運
用
の
再
周
知
を
⾏
い
，
訓
練
を
通
じて
習
熟
を
図
って
ま
い
りま
す
。

11
良
好
事
例

初
期
に
ER
Cか
らの
⾳
声
が
聞
こえ
な
か
った
際
も
早
急
に
確
認
し、
対
応
して
い
た
。

（
良
好
事
例
）

12
改
善
す
べ
き
点

発
⽣
した
EA
Lの
判
断
根
拠
だ
け
で
な
く、
今
後
発
⽣
しう
る
EA
Lに
つ
い
て
も
早
⾒
表
を

用
い
て
説
明
され
て
い
た
。

AL
・S
E4
2に
対
して
は
、早

⾒
表
で
は
事
象
とE
AL
の
関
連
は
説
明
で
き
な
い
た
め
、補

⾜
の
資
料
を
用
意
した
⽅
が
よ
い
。

EA
L4
2発

⽣
時
の
説
明
性
向
上
の
観
点
で
EA
L早
⾒
表
また
は
ER
C備

付
資
料
の
⾒

直
しを
検
討
して
ま
い
りま
す
。

13
改
善
す
べ
き
点
10
条
・1
5条

確
認
会
議
とも
に
、開

催
まで
時
間
を
要
して
い
た
。総

本
部
側
で
の
情
報

整
理
に
時
間
を
要
して
お
り、
SE
・G
Eの
発
⽣
に
は
予
⾒
性
が
あ
る
こと
か
ら、
先
ん
じた

情
報
整
理
が
必
要
。

10
条
確
認
会
議
/1
5条

認
定
会
議
の
重
要
性
を
踏
まえ
，
防
災
管
理
者
が
特
定
事

象
の
該
当
判
断
を
⾏
った
後
，
速
や
か
に
会
議
が
開
催
で
き
る
よ
う，

説
明
者
の
変
更
や

情
報
イン
プ
ット
⽅
法
の
⾒
直
しを
検
討
して
ま
い
りま
す
。

ま
た
，
「簡
潔
な
説
明
」に
つ
い
て
，
会
議
に
お
け
る
発
話
ポ
イン
トを
整
理
し，

発
話
者

へ
周
知
す
る
とと
も
に
，
訓
練
で
習
熟
を
図
って
ま
い
りま
す
。
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№
コメ
ント

の
種
別

コメ
ント

（
良
好
事
例
，
改
善
す
べ
き
点
，
その
他
）

当
社
の
意
⾒
等

（
事
実
関
係
や
対
策
等
）

14
良
好
事
例

プ
ラン
トの
状
態
に
変
化
が
あ
った
場
合
は
、E
RC
へ
の
説
明
中
で
も
緊
急
情
報
とし
て
、

情
報
を
速
や
か
に
説
明
して
い
た
。

（
良
好
事
例
）

15
良
好
事
例

ER
C対

応
ブー
ス
の
多
数
の
要
員
は
，
イヤ
ホ
ンで
発
電
所
本
部
の
発
話
情
報
を
⼊
⼿

して
い
た
こと
か
ら，

ス
ピー
カへ
タイ
ム
リー
に
情
報
提
供
が
で
き
て
い
た
。

（
良
好
事
例
）

16
良
好
事
例

ス
ピー
カが
即
答
で
き
な
か
った
ER
Cか
らの
質
問
に
対
して
，
周
囲
の
要
員
が
「〇
〇
」と

速
や
か
に
ス
ピー
カに
イン
プ
ット
した
こと
で
質
問
回
答
で
き
て
い
た
。

（
良
好
事
例
）

17
その
他

ス
ピー
カは
，
EA
L該
当
事
象
発
⽣
後
，
速
報
とし
て
速
や
か
に
EA
L該
当
⾒
込
み
で

あ
る
旨
の
情
報
をE
RC
に
提
供
で
き
て
い
た
も
の
の
，
発
電
所
本
部
は
EA
L該
当
事
象

発
⽣
か
ら判

断
まで
に
6〜

7分
を
要
して
い
た
こと
か
ら，

結
果
とし
て
10
条
確
認
会
議

等
の
開
始
時
間
まで
⻑
く感
じざ
る
を
得
な
い
状
況
とな
って
い
た
。

10
条
確
認
会
議
に
つ
い
て
は
，
SE
23
の
判
断
時
間
か
ら約

5分
後
に
開
始
され
て
い
る

が
，
これ
よ
りも
発
電
所
本
部
で
の
EA
L判
断
まで
の
時
間
を
短
縮
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

⇒
弊
社
で
は
，
初
発
の
SE
・G
Eに
つ
い
て
は
，
EA
L該
当
事
象
発
⽣
か
ら数

分
以
内

に
判
断
し，

その
後
速
や
か
に
対
応
⽅
針
（
電
源
復
旧
を
最
優
先
して
対
応
す
る
等
）

を
発
電
所
本
部
か
ら本

店
本
部
へ
共
有
す
る
ル
ー
ル
とし
て
い
る
。

No
.1
3と
同
様
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島
根
原
⼦
⼒
発
電
所
総
合
防
災
訓
練
（
12
/9
）
に
お
い
て
他
社
評
価
者
よ
り得

られ
た
コメ
ント
お
よ
び
当
社
の
意
⾒
等
に
つ
い
て

評
価
対
象
︓
緊
急
時
対
策
総
本
部
（
本
社
）
　総

本
部

№
コメ
ント

の
種
別

コメ
ント

（
良
好
事
例
，
改
善
す
べ
き
点
，
その
他
）

当
社
の
意
⾒
等

（
事
実
関
係
や
対
策
等
）

1
良
好
事
例

技
術
班
は
，
机
上
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョン
（
コロ
ナ
対
策
用
）
の
両
⾯
に
CO
P等
の
資
料
を

貼
り付

け
て
い
た
。ス
ペ
ー
ス
が
無
駄
な
く活
用
され
，
班
内
の
円
滑
な
情
報
共
有
に
資

す
る
も
の
で
あ
る
と考

え
る
。

（
良
好
事
例
）

2
その
他

総
本
部
内
で
は
，
ブリ
ー
フィ
ング
の
実
施
や
各
機
能
班
に
対
して
発
話
を
許
可
す
る
等

の
仕
切
り役

が
い
な
か
った
よ
うに
⾒
受
け
られ
た
。総

本
部
内
で
の
仕
切
り役

が
い
な
い
た

め
か
，
総
本
部
内
で
の
ブ
リー
フィ
ング
も
な
く，
総
本
部
内
で
共
有
す
べ
き
情
報
が
抜
け

落
ち
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
と感

じた
。

⇒
弊
社
で
は
，
情
報
班
⻑
に
『本
店
本
部
の
総
括
』と
い
う役

割
を
与
え
，
本
店
本
部

内
に
お
け
る
発
話
の
統
制
，
本
店
ブリ
ー
フィ
ング
の
実
施
指
⽰
等
を
⾏
って
い
る
。

総
本
部
内
の
情
報
共
有
は
，
各
班
の
判
断
で
発
話
す
る
場
合
や
，
情
報
共
有
ツー
ル

（
時
系
列
管
理
シ
ス
テ
ム
）
へ
の
⼊
⼒
に
よ
りで
実
施
して
い
ま
す
。総

本
部
に
ブ
リー
フィ

ング
は
設
け
て
お
りま
せ
ん
。

各
班
より
ブ
リー
フィ
ング
開
催
の
要
望
や
情
報
共
有
⽅
法
の
⾒
直
しに
関
す
る
意
⾒
も
挙

が
って
い
な
い
こと
か
ら，

現
在
の
運
用
を
継
続
して
ま
い
りま
す
。
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